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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月30日(2019.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定条件の成立に基づき抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選手段の結果が特定結果であることに基づき、遊技媒体を受け入れ不能な状態か
ら遊技媒体を受け入れ可能な状態へと切り替えて遊技者に利益を付与する第１特別遊技を
実行可能な第１特別遊技実行手段と、
　前記第１特別遊技において受け入れられた遊技媒体が特定領域を通過したことに基づき
、遊技媒体を受け入れ不能な状態から遊技媒体を受け入れ可能な状態へと切り替えて遊技
者に利益を付与する第２特別遊技を実行可能な第２特別遊技実行手段と、を備え、
　前記第１特別遊技では、遊技媒体を受け入れ不能な状態から遊技媒体を受け入れ可能な
状態への切り替えが複数回行われ、遊技媒体を受け入れ可能な状態とされる時間よりも遊
技媒体を受け入れ不能な状態とされる時間の方が長い
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　このような従来の遊技機において、当り遊技が行われる期間では、大入賞口が開状態と
されるだけで特に代わり映えのしない遊技となっており、遊技興趣の低下を招くおそれが
あった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明では、
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　所定条件の成立に基づき抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選手段の結果が特定結果であることに基づき、遊技媒体を受け入れ不能な状態か
ら遊技媒体を受け入れ可能な状態へと切り替えて遊技者に利益を付与する第１特別遊技を
実行可能な第１特別遊技実行手段と、
　前記第１特別遊技において受け入れられた遊技媒体が特定領域を通過したことに基づき
、遊技媒体を受け入れ不能な状態から遊技媒体を受け入れ可能な状態へと切り替えて遊技
者に利益を付与する第２特別遊技を実行可能な第２特別遊技実行手段と、を備え、
　前記第１特別遊技では、遊技媒体を受け入れ不能な状態から遊技媒体を受け入れ可能な
状態への切り替えが複数回行われ、遊技媒体を受け入れ可能な状態とされる時間よりも遊
技媒体を受け入れ不能な状態とされる時間の方が長い
　ことを特徴とする。
　また、以下のような手段を採用してもよい。
手段１：遊技領域に対して遊技媒体が順次に発射される発射手段と、
　閉状態と開状態との間で動作可能な開閉部材を有し、該開閉部材が開状態にあるとき、
前記遊技領域のうちの特定の転動領域内にある遊技媒体を内部領域へと進入させる入賞口
手段と、
　所定の遊技条件が満たされたとき、前記開閉部材による動作にかかる制御を行う開閉制
御手段と
を備え、
　前記入賞口手段は、
　前記開閉部材が閉状態にあるときに前記発射手段による遊技媒体の発射が継続される場
合、前記特定の転動領域内において前記入賞口手段の内部領域への進入待ち状態とされる
遊技媒体の数を１個以上にて維持可能とする媒体維持手段、及び前記媒体維持手段により
進入待ち状態とされる遊技媒体があるなかで前記開閉部材が開状態にされる場合、前記進
入待ち状態とされる遊技媒体を前記入賞口手段の内部領域へと進入させる維持媒体進入許
容手段
を有しており、
　前記開閉制御手段は、
　前記入賞口手段の内部領域への進入待ち状態とされる遊技媒体の数が前記媒体維持手段
によって１個以上にて維持可能とされるのに要する特殊閉鎖インターバルにわたって前記
開閉部材を閉状態にて維持した後に、該特殊閉鎖インターバルよりも短い開放時間であり
ながらも該特殊閉鎖インターバルの間に前記進入待ち状態にされた遊技媒体の前記入賞口
手段の内部領域への進入が許容される短開放動作を出現させる制御を実行可能な短開放長
閉鎖遊技実現手段
を有しており、
　前記特殊閉鎖インターバルにわたって前記開閉部材が閉状態にされる閉鎖長期間と、該
特殊閉鎖インターバルよりも短い開放時間だけ前記開閉部材が開状態にされる開放短期間
とが繰り返し現れるなかで演出が行われるようにした
ことを特徴とする遊技機。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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